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11
月
臨時会の結果

　11月29日の11月臨時会の結果についてお知らせし
ます。
　予算関係1件、条例関係1件を審査し、いずれも原案
のとおり可決しました。

　議案第78号および議案第79号に対して6名（小川喜三郎議員、北川元気議員、獅山向洋議員、奥野嘉己議員、
長﨑任男議員、山内善男議員）から個人質疑がありました。

　ひこね市議会だより第143号（平成30年11月15日発行）9ページの議案第72号の議決結果について、
記載に誤りがございましたので、お詫びして訂正いたします。

項目 番号 件　　　　名

報告 33~46 損害賠償の額の決定について

項目 番号 件　　　　名
結
　
果

辻
　
真
理
子

獅
山
　
向
洋

北
川
　
元
気

谷
口
　
典
隆

夏
川
嘉
一
郎

小
川
喜
三
郎

赤
井
　
康
彦

安
藤
　
　
博

八
木
　
嘉
之

矢
吹
　
安
子

奥
野
　
嘉
己

野
村
　
博
雄

小
菅
　
雅
至

和
田
　
一
繁

上
杉
　
正
敏

中
野
　
正
剛

山
内
　
善
男

山
田
多
津
子

杉
原
　
祥
浩

長
﨑
　
任
男

安
澤
　
　
勝

安
居
　
正
倫

西
川
　
正
義

馬
場
　
和
子

議案 78 平成30年度(2018年度)彦根市
一般会計補正予算(第6号) 可決 ●●●〇〇〇〇―欠〇●〇〇〇〇〇●●〇〇〇〇〇〇

79
平成30年度および平成31年度に
おける彦根市長の給与の特例に関
する条例案

可決 ●●●〇〇〇〇―欠〇●〇〇〇〇〇●●〇〇〇〇〇〇

11月臨時会　議案の審議結果

ひこね市議会だより第143号の訂正について（お詫び）

■議会に提出された報告

■賛否が分かれた議案 【賛否が分かれた議案・審議結果】　（〇：賛成　　●：反対　　―：議長　　欠：欠席）

項目 番号 件　　　　名
結
　
果

辻
　
真
理
子

獅
山
　
向
洋

北
川
　
元
気

谷
口
　
典
隆

夏
川
嘉
一
郎

小
川
喜
三
郎

赤
井
　
康
彦

安
藤
　
　
博

八
木
　
嘉
之

矢
吹
　
安
子

奥
野
　
嘉
己

野
村
　
博
雄

小
菅
　
雅
至

和
田
　
一
繁

上
杉
　
正
敏

中
野
　
正
剛

山
内
　
善
男

山
田
多
津
子

杉
原
　
祥
浩

長
﨑
　
任
男

安
澤
　
　
勝

安
居
　
正
倫

西
川
　
正
義

馬
場
　
和
子

議案 72 彦根市教育委員会教育長の任命に
つき同意を求めることについて 可決 〇〇〇〇〇〇〇―〇〇〇〇〇〇〇〇●●〇〇〇〇〇〇

【訂正前】 【賛否が分かれた議案・審議結果】　（〇：賛成　　●：反対　　―：議長）

【訂正後】

項目 番号 件　　　　名
結
　
果

辻
　
真
理
子

獅
山
　
向
洋

北
川
　
元
気

谷
口
　
典
隆

夏
川
嘉
一
郎

小
川
喜
三
郎

赤
井
　
康
彦

安
藤
　
　
博

八
木
　
嘉
之

矢
吹
　
安
子

奥
野
　
嘉
己

野
村
　
博
雄

小
菅
　
雅
至

和
田
　
一
繁

上
杉
　
正
敏

中
野
　
正
剛

山
内
　
善
男

山
田
多
津
子

杉
原
　
祥
浩

長
﨑
　
任
男

安
澤
　
　
勝

安
居
　
正
倫

西
川
　
正
義

馬
場
　
和
子

議案 72 彦根市教育委員会教育長の任命に
つき同意を求めることについて 可決 ●●●〇〇〇〇―〇〇〇〇〇〇〇〇●●〇〇〇〇〇〇

【賛否が分かれた議案・審議結果】　（〇：賛成　　●：反対　　―：議長）
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11 月 臨 会時 結の 果

12
月
定例会の結果

　12月20日に閉会した12月定例会の結果についてお
知らせします。
　予算関係5件、条例関係3件、その他議案5件を審査し、
全て原案のとおり可決しました。
　また、請願５件のうち、1件を採択、4件を不採択とし、
意見書案1件を可決しました。

　台風第21号により国宝彦根城天守、附櫓および多聞櫓の外壁漆喰が剥落し、9月補正の追加により経費を
計上していましたが、滋賀県とともにき損範囲を確認したところ、より広範囲であったことから、追加で復
旧のために必要となる経費です。

　市内の産業および雇用の活性化ならびに居住環境の向上を図り、定住人口の増加を図るため助成を実施し
ていますが、今年度は台風の被害の復旧に伴う工事案件が多数あり、申請された全ての案件について補助事
業の対象とするために必要な経費です。

＜積算内容＞
　　・住宅リフォーム等助成金
　　　（10％助成）　87件　　619万5千円
　　　（15％助成）　36件　　265万5千円
　　・その他（消耗品費、印刷製本費、通信運搬費）　4万円

▲台風被害を受けた彦根城（天秤櫓、天守）　※文化財課提供

重要文化財建造物災害復旧事業 2406万円

まち・ひと・しごと「住もうよ！ひこね」リフォーム補助事業
889万円
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予算常任委員会

企画総務消防常任委員会

平
成
30
年
度︵
２
０
１
８
年
度
︶彦
根
市
一
般
会
計

補
正
予
算︵
第
７
号
︶を
可
決

　
予
算
常
任
委
員
会
は
、
12
月
13
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
議

案
５
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
企
画
総
務
消
防
常
任
委
員
会
は
、
12
月
14
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
議
案
8
件
お
よ
び
請
願
２
件
な
ど
に
つ
い
て
慎
重
に
審

査
し
ま
し
た
。

︻
審
　
査
︼

・
議
案
第
80
号
、
議
案
第
81
号
、
議
案
第
82
号
、
議
案
第
83
号

　
議
案
第
84
号

︻
主
な
内
容
︼

○
議
案
第
80
号
に
対
す
る
質
疑

　
Ｑ
　﹁
住
も
う
よ
！
ひ
こ
ね
﹂
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
Ｐ
Ｒ
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

　
Ａ
　
年
２
回
の
事
前
申
し
込
み
時
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

　
Ｑ
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
公
募
す
る
理
由
は
。

　
Ａ
　
市
直
営
の
児
童
ク
ラ
ブ
だ
け
で
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
の

指
導
員
不
足
も
生
じ
て
い
る
か
ら
。

　
Ｑ
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
に
お
け
る
業
務
内
容
は
。

　
Ａ
　
専
門
の
委
託
業
者
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
選
定
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
内
容
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
も
の
で
あ
る
。

○
議
案
80
号
に
対
す
る
討
論

反
対
　
危
機
管
理
の
積
立
金
３
０
０
万
円
の
根
拠
が
明
確
で
な

く
、
長
期
的
な
展
望
が
な
い
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

　
　    

議
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
、
社
会
情
勢
か
ら
見
て
、

議
員
自
ら
が
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
か
ら
反
対
す

る
。

賛
成
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
今
後
へ
の
期
待
と
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
中
期
財
政
計
画
の
見
直
し
を

期
待
す
る
意
味
で
賛
成
す
る
。

︻
結
　
果
︼

  

・
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

︻
審
　
査
︼

・
議
案
第
85
号
、
議
案
第
86
号
、
議
案
第
87
号
、
議
案
第
88
号

　
議
案
第
89
号
、
議
案
第
90
号
、
議
案
第
91
号
、
議
案
第
92
号

・
請
願
第
6
号
、
請
願
第
7
号

︻
主
な
内
容
︼

○
請
願
第
6
号
に
対
す
る
討
論

反
対
　
日
々
の
訓
練
を
通
じ
て
安
全
性
が
高
め
ら
れ
る
こ
と
も

事
実
で
あ
り
、
今
後
は
再
発
防
止
策
を
講
じ
安
全
第

一
に
訓
練
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
求
め
請
願
に
は
反
対
す

る
。

賛
成
　
政
府
の
責
任
に
お
い
て
安
全
な
場
所
で
訓
練
が
出
来
る

適
地
を
探
す
べ
き
で
あ
る
。
現
在
の
場
所
で
の
射
撃
訓

練
は
中
止
す
べ
き
で
あ
り
請
願
に
賛
成
す
る
。

○
請
願
第
7
号
に
対
す
る
討
論

反
対
　
高
齢
化
が
進
む
中
で
社
会
保
障
の
基
盤
整
備
を
図
る
こ

と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
全
て
の
国
民
が
公
平
に
負

担
す
る
消
費
税
の
増
税
は
致
し
方
が
な
い
た
め
請
願
に

は
反
対
す
る
。

︻
結
　
果
︼

  

・
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

  

・
請
願
第
6
号
、
請
願
第
7
号
は
不
採
択

︻
所
管
事
務
調
査
︼

　
Ｑ
　
庁
舎
耐
震
化
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
Ａ
　
汚
染
土
壌
搬
出
の
作
業
は
、
1
月
末
完
了
予
定
で
あ
る
。

今
後
、
調
停
や
契
約
が
順
調
に
進
ん
だ
場
合
、
２
０
２
０

年
8
月
頃
に
完
成
し
9
月
の
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
も
し
く

は
年
末
年
始
の
引
越
し
に
な
る
と
思
う
。

彦
根
市
議
会
議
員
お
よ
び
彦
根
市
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
な
ど
議
案
8
件
を
全
て
可
決

ひこね市議会だより 第144号 4

常 任 委 員 会 ポレ トー

市民産業建設常任委員会

福祉病院教育常任委員会

議会改革特別委員会

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
建
設
の
見
直
し
を
求
め
る

請
願
書
を
不
採
択

委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
は

新
し
い
庁
舎
の
完
成
を
待
つ

主
要
農
作
物
の
種
子
生
産
に
か
か
る
県
条
例
の
制
定

に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
を
採
択

︻
審
　
査
︼

・
請
願
第
８
号

︻
主
な
内
容
︼

○
請
願
第
８
号
に
対
す
る
討
論

　
反
対
　
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
は
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
前
年
に
行
わ

れ
る
リ
ハ
ー
サ
ル
ま
で
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
市
民
体

育
セ
ン
タ
ー
の
無
い
空
白
期
間
を
短
く
し
、
立
ち
止
ま
る
猶

予
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

　
賛
成
　
現
在
示
さ
れ
て
い
る
経
費
は
64
億
円
だ
が
、
建
築
資
材
の
高

騰
・
人
材
不
足
は
目
に
見
え
て
お
り
、
今
後
経
費
は
膨
張
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
。
来
年
度
予
算
編
成
に
苦
労
し
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
る
と
慎
重
に
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
賛
成

す
る
。

︻
結
　
果
︼

  

・
請
願
第
８
号
は
不
採
択

10
月
２
日
お
よ
び
10
月
11
日
に

開
催
し
た
委
員
会
で
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
議
題
と
し
、
設

置
費
用
や
そ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
多
く
の
委
員
が
、
現

在
の
委
員
会
室
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
中
継
は
今
の
状
況
で
行
う
べ

き
で
は
な
く
、
新
し
い
庁
舎
完
成

を
待
つ
べ
き
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。

よ
っ
て
、
設
備
の
整
っ
た
新
し
い

庁
舎
の
委
員
会
室
の
完
成
後
に
中

継
を
実
施
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

︻
審
　
査
︼

・
請
願
第
５
号
、
請
願
第
９
号

︻
主
な
内
容
︼

○
請
願
第
９
号
に
対
す
る
質
疑

　
Ｑ
　
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
負
担
額
は
ど
れ

く
ら
い
に
な
る
の
か
。

　
Ａ
　
１
学
年
２
千
万
円
程
で
１
億
か
ら
１
億
２
千
万
円
程
度
を
想

定
。

︻
結
　
果
︼

  

・
請
願
第
５
号
は
原
案
の
と
お
り
採
択
。
請
願
第
９
号
は
不
採
択

　
市
民
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
12
月
18
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
請
願
２
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
福
祉
病
院
教
育
常
任
委
員
会
は
、
12
月
17
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
請
願
1
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

ひこね市議会だより 第144号5
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市民産業建設常任委員会

福祉病院教育常任委員会

議会改革特別委員会

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
建
設
の
見
直
し
を
求
め
る

請
願
書
を
不
採
択

委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
は

新
し
い
庁
舎
の
完
成
を
待
つ

主
要
農
作
物
の
種
子
生
産
に
か
か
る
県
条
例
の
制
定

に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
を
採
択

︻
審
　
査
︼

・
請
願
第
８
号

︻
主
な
内
容
︼

○
請
願
第
８
号
に
対
す
る
討
論

　
反
対
　
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
は
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
前
年
に
行
わ

れ
る
リ
ハ
ー
サ
ル
ま
で
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
市
民
体

育
セ
ン
タ
ー
の
無
い
空
白
期
間
を
短
く
し
、
立
ち
止
ま
る
猶

予
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

　
賛
成
　
現
在
示
さ
れ
て
い
る
経
費
は
64
億
円
だ
が
、
建
築
資
材
の
高

騰
・
人
材
不
足
は
目
に
見
え
て
お
り
、
今
後
経
費
は
膨
張
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
。
来
年
度
予
算
編
成
に
苦
労
し
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
る
と
慎
重
に
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
賛
成

す
る
。

︻
結
　
果
︼

  

・
請
願
第
８
号
は
不
採
択

10
月
２
日
お
よ
び
10
月
11
日
に

開
催
し
た
委
員
会
で
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
議
題
と
し
、
設

置
費
用
や
そ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
多
く
の
委
員
が
、
現

在
の
委
員
会
室
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
中
継
は
今
の
状
況
で
行
う
べ

き
で
は
な
く
、
新
し
い
庁
舎
完
成

を
待
つ
べ
き
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。

よ
っ
て
、
設
備
の
整
っ
た
新
し
い

庁
舎
の
委
員
会
室
の
完
成
後
に
中

継
を
実
施
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

︻
審
　
査
︼

・
請
願
第
５
号
、
請
願
第
９
号

︻
主
な
内
容
︼

○
請
願
第
９
号
に
対
す
る
質
疑

　
Ｑ
　
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
負
担
額
は
ど
れ

く
ら
い
に
な
る
の
か
。

　
Ａ
　
１
学
年
２
千
万
円
程
で
１
億
か
ら
１
億
２
千
万
円
程
度
を
想

定
。

︻
結
　
果
︼

  

・
請
願
第
５
号
は
原
案
の
と
お
り
採
択
。
請
願
第
９
号
は
不
採
択

　
市
民
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
12
月
18
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
請
願
２
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
福
祉
病
院
教
育
常
任
委
員
会
は
、
12
月
17
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
請
願
1
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。
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■全員賛成の議案等
項目 番号 件　　　　名

議案 81 平成30年度（2018年度）彦根市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）

82 平成30年度（2018年度）彦根市介護保険事業特別会計補正予算（第2号）

83 平成30年度（2018年度）彦根市病院事業会計補正予算（第2号）

84 平成30年度（2018年度）彦根市水道事業会計補正予算（第1号）

85 彦根市議会議員および彦根市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例案

86 彦根市特別職の常勤職員の給与等に関する条例および彦根市病院事業管理者の給与および旅費に関する条例の
一部を改正する条例案

87 彦根市職員の給与に関する条例および彦根市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例
案

88 愛荘町と締結した定住自立圏形成協定を変更することにつき議決を求めることについて

89 豊郷町と締結した定住自立圏形成協定を変更することにつき議決を求めることについて

90 甲良町と締結した定住自立圏形成協定を変更することにつき議決を求めることについて

91 多賀町と締結した定住自立圏形成協定を変更することにつき議決を求めることについて

92 訴えの提起につき議決を求めることについて

請願 5 主要農作物の種子生産にかかる県条例の制定に関する意見書の提出を求める請願書

意見書
案 5 主要農作物の種子生産に係る県条例の制定を求める意見書案

項目 番号 件　　　　名
結
　
果

辻
　
真
理
子

獅
山
　
向
洋

北
川
　
元
気

谷
口
　
典
隆

夏
川
嘉
一
郎

小
川
喜
三
郎

赤
井
　
康
彦

安
藤
　
　
博

八
木
　
嘉
之

矢
吹
　
安
子

奥
野
　
嘉
己

野
村
　
博
雄

小
菅
　
雅
至

和
田
　
一
繁

上
杉
　
正
敏

中
野
　
正
剛

山
内
　
善
男

山
田
多
津
子

杉
原
　
祥
浩

長
﨑
　
任
男

安
澤
　
　
勝

安
居
　
正
倫

西
川
　
正
義

馬
場
　
和
子

議案 80 平成30年度（2018年度）彦根市
一般会計補正予算（第7号） 可決 〇●〇●〇〇〇―〇〇〇〇〇〇〇〇●●〇〇〇〇〇〇

請願 6
陸上自衛隊饗庭野演習場での実弾
射撃訓練の中止を求め、政府に意
見書の提出を求める請願書

不採択 〇 〇●●〇●●―●●●●●●●●〇〇●●●●●●

7 「消費税増税は中止」の意見書
提出を求める請願書 不採択 ● ●〇●●●●―●●●●●●●●〇〇●●●●●●

8 市民体育センター建設の見直しを
求める請願書 不採択 〇 〇〇●●●●―●●〇●●●●●〇〇●●●●●●

9
子どもの医療費の完全無料化を
中学校卒業まで拡大することを
求める請願

不採択 〇 ●〇●●●●―●●●●●●●●〇〇●●●●●●

■賛否が分かれた議案等 【賛否が分かれた議案等・審議結果】　（〇：賛成　●：反対　―：議長）

12月定例会　議案の審議結果 会期 ： 12月3日 ～ 12月20日

ひこね市議会だより　第144号 6

12 月 定 例 会 議の 結決 果

中野　正剛議員

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
・

Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
つ
い
て

彦
根
市
で
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を

学
校
経
営
の
軸
に
し
て
い
る

▲大牟田市の取組

そ
の
他
の
質
問

・﹁
空
き
家
等
の
適
正
管
理

に
関
す
る
情
報
提
供
書
﹂

の
存
在
を
も
っ
と
市
民

に
周
知
し
て
は

市政について
質す!

12月定例会個人質問
20人の議員が、市政に対する個人質問を行いました

各議員が決める
質問の内容は、議案に
限らず市政全般から議
員個人が決めます。

制限時間は30分
議員1人あたりの発言時
間は30分です。一問一
答方式で行い、答弁は
市長や各部長等が行い
ます。

動画で見る
市議会のホームページ
から、個人質問等の様
子をライブ・録画中継
で見ることができます。

12月定例会個人質問

　
　
彦
根
市
で
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
︵
持
続

可
能
な
社
会
の
創
り
手
を
育
成
す

る
教
育
︶
の
推
進
体
制
は
。

　
　
全
て
の
小
中
学
校
に
お
い
て
、

地
域
の
実
態
や
特
色
を
生
か
し
た

Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
計
画
・
実
践
し
て
お
り
、

学
校
の
代
表
に
加
え
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
や
自
治
会
代
表
を
委
員
と
す

る
、﹁
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
よ
る
特
色
あ
る
学

校
教
育
推
進
委
員
会
﹂
を
設
置
し

て
具
体
的
な
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　
　
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
彦
根

市
の
全
校
が
加
盟
し
な
い
理
由
は
。

　
　
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
は
、
国

内
外
の
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
と
の

交
流
や
情
報
交
換
、
全
国
大
会
等

の
研
修
会
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
、

平
和
や
安
全
へ
の
貢
献
の
た
め
の

国
際
連
携
を
実
践
す
る
学
校
で
あ

り
、
人
権
教
育
や
環
境
教
育
な
ど
、

自
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
充

実
を
考
え
る
と
き
、
学
校
経
営
の

軸
と
す
る
視
点
は
様
々
な
の
で
、

各
学
校
の
判
断
に
任
せ
て
い
る
。
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中野　正剛議員

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
・

Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
つ
い
て

彦
根
市
で
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を

学
校
経
営
の
軸
に
し
て
い
る

▲大牟田市の取組

そ
の
他
の
質
問

・﹁
空
き
家
等
の
適
正
管
理

に
関
す
る
情
報
提
供
書
﹂

の
存
在
を
も
っ
と
市
民

に
周
知
し
て
は

市政について
質す!

12月定例会個人質問
20人の議員が、市政に対する個人質問を行いました

各議員が決める
質問の内容は、議案に
限らず市政全般から議
員個人が決めます。

制限時間は30分
議員1人あたりの発言時
間は30分です。一問一
答方式で行い、答弁は
市長や各部長等が行い
ます。

動画で見る
市議会のホームページ
から、個人質問等の様
子をライブ・録画中継
で見ることができます。

12月定例会個人質問

　
　
彦
根
市
で
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
︵
持
続

可
能
な
社
会
の
創
り
手
を
育
成
す

る
教
育
︶
の
推
進
体
制
は
。

　
　
全
て
の
小
中
学
校
に
お
い
て
、

地
域
の
実
態
や
特
色
を
生
か
し
た

Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
計
画
・
実
践
し
て
お
り
、

学
校
の
代
表
に
加
え
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
や
自
治
会
代
表
を
委
員
と
す

る
、﹁
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
よ
る
特
色
あ
る
学

校
教
育
推
進
委
員
会
﹂
を
設
置
し

て
具
体
的
な
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　
　
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
彦
根

市
の
全
校
が
加
盟
し
な
い
理
由
は
。

　
　
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
は
、
国

内
外
の
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
と
の

交
流
や
情
報
交
換
、
全
国
大
会
等

の
研
修
会
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
、

平
和
や
安
全
へ
の
貢
献
の
た
め
の

国
際
連
携
を
実
践
す
る
学
校
で
あ

り
、
人
権
教
育
や
環
境
教
育
な
ど
、

自
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
充

実
を
考
え
る
と
き
、
学
校
経
営
の

軸
と
す
る
視
点
は
様
々
な
の
で
、

各
学
校
の
判
断
に
任
せ
て
い
る
。
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市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
は
と
う

と
う
解
体
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
多

く
の
市
民
も
私
も
衝
撃
を
受
け
て

い
る
。
年
間
約
８
万
人
の
利
用
者

が
あ
り
、
36
年
間
市
民
に
愛
さ
れ
、

耐
震
補
強
が
完
了
し
、
国
体
で
利

活
用
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
の
に
、

庁
内
の
決
裁
文
書
も
県
知
事
の
解

体
要
請
書
も
な
い
ま
ま
解
体
さ
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
不
条
理
で
理
不

尽
な
仕
打
ち
を
う
け
た
市
民
体
育

セ
ン
タ
ー
は
無
念
の
思
い
で
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。
追
悼
の
意
を
込

め
て
鎮
魂
の
誠
を
捧
げ
る
も
の
で

あ
る
。
市
長
は
鎮
魂
の
誠
を
捧
げ

る
気
持
ち
は
あ
る
の
か
。

　
　
私
も
、
そ
の
前
提
は
別
に
し

て
、
鎮
魂
の
誠
を
捧
げ
る
が
、
新

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
を
一
日
も
早

く
整
備
し
て
市
民
の
期
待
に
応
え

た
い
。
解
体
時
に
﹁
定
礎
﹂
の
収

納
物
を
受
領
し
た
の
で
、
今
後
、

展
示
し
て
い
き
た
い
。

獅山　向洋議員

▲解体されてしまった市民体育センター

そ
の
他
の
質
問

・
松
原
町
の
国
体
用
地
買

収
に
つ
い
て

・
新
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

・
ご
み
処
理
施
設
建
設
地

決
定
に
つ
い
て

　
　
稲
枝
駅
西
側
地
区
の
開
発
は

地
元
住
民
の
願
い
で
あ
り
、
地
区

計
画
案
も
作
成
で
き
て
い
る
が
、

実
現
し
な
い
現
状
を
市
長
は
ど
の

よ
う
に
分
析
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
り
、

５
年
前
に
こ
の
一
帯
を
地
区
計
画

に
よ
っ
て
、
民
間
主
導
に
よ
る
開

発
を
進
め
る
こ
と
で
一
定
の
方
向

性
を
示
し
、
地
域
と
協
働
し
て
作

業
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
市
と
し
て
、
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
に
当
地
域
の
地
区
計
画

を
位
置
づ
け
、
農
業
振
興
地
域
に

お
け
る
農
用
地
区
域
、
い
わ
ゆ
る

青
地
か
ら
の
除
外
に
つ
い
て
国
・

県
と
も
協
議
し
て
い
る
が
、
こ
の

地
域
で
の
開
発
の
必
要
性
を
明
確

に
説
明
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

り
、
都
市
計
画
道
路
の
変
更
手
続

き
な
ど
を
進
め
、
道
路
事
業
や
一

部
先
行
し
て
の
事
業
着
手
が
可
能

な
部
分
に
つ
い
て
進
め
て
い
く
。

西川　正義議員

▲開発が待たれる稲枝駅西側地区

そ
の
他
の
質
問

・
彦
根
市
に
お
け
る
来
客

対
応
・
激
励
の
あ
り
方

に
つ
い
て

解
体
さ
れ
た
市
民
体
育

セ
ン
タ
ー
へ
の
鎮
魂
は

解
体
時
に
﹁
定
礎
﹂
か
ら

出
た
収
納
物
を
展
示
す
る

進
ま
ぬ
稲
枝
駅
西
側
地
区
の

開
発
。
市
長
所
見
は

厳
し
い
状
況
下
、着
手
可
能
な

事
業
か
ら
推
進
す
る
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何
の
た
め
誰
の
た
め
の
国
体

か
、
多
く
の
疑
問
や
緊
縮
財
政
の

も
と
、
将
来
に
負
担
を
残
す
懸
念

が
あ
る
中
、
国
体
に
百
億
円
を
投

じ
る
計
画
が
今
後
の
市
政
運
営
に

ど
の
よ
う
な
支
障
を
き
た
す
と
考

え
る
か
。

　
　
新
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
等
の

費
用
は
多
額
の
事
業
費
だ
が
将
来

に
有
益
な
施
設
と
確
信
し
て
い
る
。

投
資
的
事
業
は
市
財
政
に
一
定
影

響
が
あ
り
従
来
の
事
業
で
廃
止
や

削
減
・
延
伸
を
し
て
い
く
。

　
　
Ｈ
30
年
度
予
算
ベ
ー
ス
か
ら

12
億
円
圧
縮
し
、
片
や
使
用
料
や

手
数
料
を
見
直
す
こ
と
は
市
民
に

負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。
見

解
は
。

　
　
確
か
に
利
用
料
等
の
引
き
上

げ
は
市
民
負
担
に
な
る
が
理
解
を

得
る
た
め
説
明
を
し
て
い
く
。

　
　
危
機
的
財
政
事
情
か
ら
燦
ぱ

れ
す
は
残
し
、
体
育
セ
ン
タ
ー
建

設
計
画
は
一
旦
立
ち
止
ま
る
べ
き

山田多津子議員

▲彦根市の中期財政計画

そ
の
他
の
質
問

・
市
独
自
の
生
産
基
盤
整

備
推
進
事
業
の
あ
り
方

に
つ
い
て

・
栗
見
橋
修
復
工
事
の
早

期
実
現
に
つ
い
て

　
　
大
分
県
別
府
市
の
﹁
お
く
や

み
コ
ー
ナ
ー
﹂
の
内
容
は
。

　
　
若
手
職
員
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
検
討
・
提
言
に
よ
り
Ｈ           

28
年
５
月
に
開
設
さ
れ
、
死
亡
手

続
に
関
す
る
各
種
の
届
け
出
を
一

元
化
し
、
ご
遺
族
の
方
に
﹁
お
客

様
シ
ー
ト
﹂
に
記
入
し
て
い
た
だ

き
、
手
続
き
に
関
す
る
必
要
書
類

が
で
き
る
も
の
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
市
民
目
線
に
寄
り
添
う
窓
口

業
務
の
改
善
の
た
め
、
複
合
す
る

窓
口
業
務
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
。

　
　
昨
年
度
か
ら
﹁
働
き
方
・
業

務
改
革
推
進
﹂
の
取
組
に
お
い
て

導
入
を
検
討
し
て
い
る
。
総
合
窓

口
内
に
相
談
ブ
ー
ス
を
設
け
る
こ

と
に
よ
り
﹁
快
適
で
親
切
な
窓
口

サ
ー
ビ
ス
﹂
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
指
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

た
め
に
は
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
化

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
新

庁
舎
完
成
時
に
本
格
導
入
す
る
こ

と
を
見
据
え
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

上杉　正敏議員

▲彦根市役所（西口仮庁舎）の窓口の様子

そ
の
他
の
質
問

・
窓
口
業
務
の
対
応
に
つ

い
て

・
認
知
症
対
策
の
強
化
を

財
政
危
機
の
中
体
育
セ
ン
タ

ー
建
設
を
立
ち
止
ま
れ

一
日
も
早
い
完
成
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
く

市
民
目
線
に
寄
り
添
う

窓
口
業
務
の
改
善
を

快
適
で
親
切
な

窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す

で
は
。

　
　
市
民
に
不
便
を
か
け
て
い
る

中
、
一
日
も
早
い
完
成
を
目
指
す
。
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何
の
た
め
誰
の
た
め
の
国
体

か
、
多
く
の
疑
問
や
緊
縮
財
政
の

も
と
、
将
来
に
負
担
を
残
す
懸
念

が
あ
る
中
、
国
体
に
百
億
円
を
投

じ
る
計
画
が
今
後
の
市
政
運
営
に

ど
の
よ
う
な
支
障
を
き
た
す
と
考

え
る
か
。

　
　
新
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
等
の

費
用
は
多
額
の
事
業
費
だ
が
将
来

に
有
益
な
施
設
と
確
信
し
て
い
る
。

投
資
的
事
業
は
市
財
政
に
一
定
影

響
が
あ
り
従
来
の
事
業
で
廃
止
や

削
減
・
延
伸
を
し
て
い
く
。

　
　
Ｈ
30
年
度
予
算
ベ
ー
ス
か
ら

12
億
円
圧
縮
し
、
片
や
使
用
料
や

手
数
料
を
見
直
す
こ
と
は
市
民
に

負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。
見

解
は
。

　
　
確
か
に
利
用
料
等
の
引
き
上

げ
は
市
民
負
担
に
な
る
が
理
解
を

得
る
た
め
説
明
を
し
て
い
く
。

　
　
危
機
的
財
政
事
情
か
ら
燦
ぱ

れ
す
は
残
し
、
体
育
セ
ン
タ
ー
建

設
計
画
は
一
旦
立
ち
止
ま
る
べ
き

山田多津子議員

▲彦根市の中期財政計画

そ
の
他
の
質
問

・
市
独
自
の
生
産
基
盤
整

備
推
進
事
業
の
あ
り
方

に
つ
い
て

・
栗
見
橋
修
復
工
事
の
早

期
実
現
に
つ
い
て

　
　
大
分
県
別
府
市
の
﹁
お
く
や

み
コ
ー
ナ
ー
﹂
の
内
容
は
。

　
　
若
手
職
員
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
検
討
・
提
言
に
よ
り
Ｈ           

28
年
５
月
に
開
設
さ
れ
、
死
亡
手

続
に
関
す
る
各
種
の
届
け
出
を
一

元
化
し
、
ご
遺
族
の
方
に
﹁
お
客

様
シ
ー
ト
﹂
に
記
入
し
て
い
た
だ

き
、
手
続
き
に
関
す
る
必
要
書
類

が
で
き
る
も
の
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
市
民
目
線
に
寄
り
添
う
窓
口

業
務
の
改
善
の
た
め
、
複
合
す
る

窓
口
業
務
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
。

　
　
昨
年
度
か
ら
﹁
働
き
方
・
業

務
改
革
推
進
﹂
の
取
組
に
お
い
て

導
入
を
検
討
し
て
い
る
。
総
合
窓

口
内
に
相
談
ブ
ー
ス
を
設
け
る
こ

と
に
よ
り
﹁
快
適
で
親
切
な
窓
口

サ
ー
ビ
ス
﹂
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
指
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

た
め
に
は
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
化

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
新

庁
舎
完
成
時
に
本
格
導
入
す
る
こ

と
を
見
据
え
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

上杉　正敏議員

▲彦根市役所（西口仮庁舎）の窓口の様子

そ
の
他
の
質
問

・
窓
口
業
務
の
対
応
に
つ

い
て

・
認
知
症
対
策
の
強
化
を

財
政
危
機
の
中
体
育
セ
ン
タ

ー
建
設
を
立
ち
止
ま
れ

一
日
も
早
い
完
成
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
く

市
民
目
線
に
寄
り
添
う

窓
口
業
務
の
改
善
を

快
適
で
親
切
な

窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す

で
は
。

　
　
市
民
に
不
便
を
か
け
て
い
る

中
、
一
日
も
早
い
完
成
を
目
指
す
。
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無
償
化
の
範
囲
は
。

　
　
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
全
て

の
子
ど
も
お
よ
び
０
歳
か
ら
２
歳

ま
で
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
子

ど
も
で
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定

こ
ど
も
園
の
利
用
料
の
無
償
化
に

加
え
、
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
、

障
害
児
の
通
園
施
設
も
無
償
化
。

さ
ら
に
、
認
可
外
保
育
施
設
も
保

育
の
必
要
性
が
あ
れ
ば
対
象
と
な

る
。

　
　
認
可
外
施
設
の
施
設
数
は
。

　
　
市
内
に
13
施
設
あ
る
。

　
　
現
施
設
の
定
数
増
も
含
め
て

待
機
児
童
の
解
消
と
の
関
連
性
は
。

　
　
無
償
化
に
よ
り
保
育
の
ニ
ー

ズ
は
さ
ら
に
高
ま
る
。
来
年
度
民

間
の
小
規
模
保
育
事
業
所
が
２
箇

所
開
設
予
定
で
あ
る
が
公
立
で
の

施
設
整
備
の
計
画
は
な
い
。
こ
の

た
め
待
機
児
童
の
解
消
は
厳
し
い
。

　
　
彦
根
市
の
財
政
負
担
は
。

　
　
初
年
度
は
全
額
国
費
で
の
負

担
で
、
次
年
度
か
ら
国
１
／
２
、

小川喜三郎議員

▲彦根市立東保育園

そ
の
他
の
質
問

・
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド

社
会
実
験
の
結
果
は

・
城
内
へ
の
車
両
乗
り
入

れ
規
制
は

・
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
導
入
は

　
　
今
や
近
代
文
明
は
そ
の
便
利

さ
と
引
替
え
に
地
球
危
機
さ
え
招

く
。
温
暖
化
や
大
災
害
が
加
速
。

我
々
人
類
は
未
だ
こ
の
打
開
策
見

出
し
得
ず
。
こ
ん
な
中
、
持
続
可

能
な
発
展
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
持
続

発
展
教
育
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
理
念
を
掲
げ

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
の
存
在
は
未
来
へ
の
希
望

で
あ
る
。
大
牟
田
市
は
全
ユ
ネ
ス

コ
ス
ク
ー
ル
化
、
こ
れ
と
連
携
し

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
添
っ
た
ま
ち
づ
く
り

推
進
。
本
市
も
学
ぶ
所
あ
り
と
見

る
が
見
解
は
。

　
　
持
続
発
展
教
育
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
よ

る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
に

努
め
て
い
く
。

　
　
大
牟
田
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
参
考

に
な
る
と
考
え
る
が
如
何
か
。

　
　
現
時
点
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組

は
し
て
い
な
い
が
趣
旨
に
は
賛
同
。

現
在
情
報
収
集
、
本
市
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
と
の
関
わ
り
検
討
中
。
大
牟
田

市
の
取
組
を
参
考
に
し
た
い
。

夏川嘉一郎議員

そ
の
他
の
質
問

・
河
川
ビ
オ
ト
ー
プ
化
推

進
に
よ
る
﹁
水
辺
生
態

系
回
復
﹂
に
つ
い
て

・
廃
棄
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
皆

滅
で
、﹁
ミ
ク
ロ
プ
ラ
海

洋
汚
染
﹂
防
止
を

来
年
10
月
か
ら
の
幼
児

教
育
と
保
育
の
無
償
化
は

３
歳
～
５
歳
と
一
部
０
歳
～

２
歳
の
子
ど
も
が
対
象

大
牟
田
﹁
持
続
可
能
的
発
展

・
教
育
﹂
学
ぶ
点
多
し

﹁
大
牟
田
版
ま
ち
づ
く
り
﹂
は

検
討
に
値
す
る
も
の

▲大牟田市のESD

県
と
彦
根
市
で
１
／
４
負
担
の
方

針
。
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彦
根
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
推
進
す

る
組
織
の
今
後
は
。

　
　
一
層
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
は
、
情
報
部
門
だ
け

で
な
く
、
庁
内
で
横
断
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
現
在
組
織
し
て
い
る

若
手
職
員
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
活
用
分
科

会
の
よ
う
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
部
署
の

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

　
　
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
子
育
て
に
関
す
る
情
報
に
つ

い
て
は
現
在
、﹁
ひ
こ
ね
子
育
て
応

援
サ
イ
ト
﹂
な
ど
に
お
い
て
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
し

や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を
活
用

し
た
子
育
て
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
へ
自
動
応
答
し
て
く
れ
る
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
他
市

町
で
の
導
入
状
況
等
を
把
握
し
、

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

小菅　雅至議員

▲ITを活用したペーパーレスな彦根市庁内会議

そ
の
他
の
質
問

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
の
整

備
状
況
は

・
観
光
事
業
と
し
て
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
設

置
し
て
は
ど
う
か

　
　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
本

市
の
重
要
施
策
を
迅
速
か
つ
適
正

に
推
進
し
、
市
政
の
円
滑
な
運
営

を
図
る
た
め
に
、
現
在
各
々
の
専

門
分
野
に
特
別
顧
問
が
お
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
度
末
に
副

市
長
を
退
任
さ
れ
、
４
月
１
日
に
、

市
長
に
対
し
彦
根
城
世
界
遺
産
登

録
や
ま
ち
づ
く
り
お
よ
び
行
政
・

法
律
上
の
諸
問
題
の
解
決
に
関
す

る
助
言
を
す
る
た
め
に
、
新
た
な

３
人
目
の
特
別
顧
問
と
し
て
就
任

さ
れ
た
山
根
特
別
顧
問
の
報
酬
お

よ
び
費
用
弁
償
の
内
容
は
。

　
　
特
別
顧
問
の
報
酬
お
よ
び
費

用
弁
償
︵
交
通
費
等
︶
は
、
彦
根

市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

山
根
特
別
顧
問
に
つ
い
て
は
合
計

で
７
４
４
万
２
千
円
を
予
算
と
し

て
計
上
し
て
い
る
。
出
張
に
関
し

て
は
、
任
務
に
応
じ
て
所
管
す
る

所
属
か
ら
の
支
出
と
な
る
。

長﨑　任男議員

▲山根裕子彦根市特別顧問の講演の様子

そ
の
他
の
質
問

・
庁
舎
耐
震
化
整
備
事
業

に
係
る
経
過
に
お
い
て

当
初
川
嶋
副
市
長
の
指

示
と
称
し
た
根
拠
は

・
第
５
回
百
条
委
員
会
で

の
職
員
の
発
言
は

彦
根
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

推
進
す
る
組
織
の
今
後
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
部
署
の

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く

山
根
特
別
顧
問
の
報
酬

お
よ
び
費
用
弁
償
の
内
容
は

７
４
４
万
２
千
円
を
予
算
と

し
て
計
上
し
て
い
る
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彦
根
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
推
進
す

る
組
織
の
今
後
は
。

　
　
一
層
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
は
、
情
報
部
門
だ
け

で
な
く
、
庁
内
で
横
断
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
現
在
組
織
し
て
い
る

若
手
職
員
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
活
用
分
科

会
の
よ
う
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
部
署
の

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

　
　
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
子
育
て
に
関
す
る
情
報
に
つ

い
て
は
現
在
、﹁
ひ
こ
ね
子
育
て
応

援
サ
イ
ト
﹂
な
ど
に
お
い
て
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
し

や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を
活
用

し
た
子
育
て
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
へ
自
動
応
答
し
て
く
れ
る
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
他
市

町
で
の
導
入
状
況
等
を
把
握
し
、

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

小菅　雅至議員

▲ITを活用したペーパーレスな彦根市庁内会議

そ
の
他
の
質
問

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
の
整

備
状
況
は

・
観
光
事
業
と
し
て
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
設

置
し
て
は
ど
う
か

　
　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
本

市
の
重
要
施
策
を
迅
速
か
つ
適
正

に
推
進
し
、
市
政
の
円
滑
な
運
営

を
図
る
た
め
に
、
現
在
各
々
の
専

門
分
野
に
特
別
顧
問
が
お
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
度
末
に
副

市
長
を
退
任
さ
れ
、
４
月
１
日
に
、

市
長
に
対
し
彦
根
城
世
界
遺
産
登

録
や
ま
ち
づ
く
り
お
よ
び
行
政
・

法
律
上
の
諸
問
題
の
解
決
に
関
す

る
助
言
を
す
る
た
め
に
、
新
た
な

３
人
目
の
特
別
顧
問
と
し
て
就
任

さ
れ
た
山
根
特
別
顧
問
の
報
酬
お

よ
び
費
用
弁
償
の
内
容
は
。

　
　
特
別
顧
問
の
報
酬
お
よ
び
費

用
弁
償
︵
交
通
費
等
︶
は
、
彦
根

市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

山
根
特
別
顧
問
に
つ
い
て
は
合
計

で
７
４
４
万
２
千
円
を
予
算
と
し

て
計
上
し
て
い
る
。
出
張
に
関
し

て
は
、
任
務
に
応
じ
て
所
管
す
る

所
属
か
ら
の
支
出
と
な
る
。

長﨑　任男議員

▲山根裕子彦根市特別顧問の講演の様子

そ
の
他
の
質
問

・
庁
舎
耐
震
化
整
備
事
業

に
係
る
経
過
に
お
い
て

当
初
川
嶋
副
市
長
の
指

示
と
称
し
た
根
拠
は

・
第
５
回
百
条
委
員
会
で

の
職
員
の
発
言
は

彦
根
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

推
進
す
る
組
織
の
今
後
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
部
署
の

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く

山
根
特
別
顧
問
の
報
酬

お
よ
び
費
用
弁
償
の
内
容
は

７
４
４
万
２
千
円
を
予
算
と

し
て
計
上
し
て
い
る
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

６
カ
所
あ
り
、
高
齢
者
の
介
護
や

福
祉
、
健
康
や
医
療
等
、
様
々
な

悩
み
や
相
談
を
受
け
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
住
み
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
施

設
で
あ
る
が
、
そ
の
現
状
は
。

　
　
総
合
相
談
延
べ
件
数
は
平
成

24
年
度
に
比
べ
て
平
成
29
年
度
は

約
３
倍
。
相
談
内
容
も
広
範
多
岐

に
及
ん
で
い
る
。
今
後
も
業
務
量

は
増
え
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
現
状
の
体
制
で
は
、﹁
暮
ら
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
﹂
は
難
し
い

状
態
で
あ
る
。
課
題
へ
の
対
応
は
。

　
　
高
齢
者
人
口
の
急
激
な
増
加

が
予
測
さ
れ
る
の
は
セ
ン
タ
ー
ひ

ら
た
、
ゆ
う
じ
ん
、
き
ら
ら
の
担

当
地
区
。
業
務
量
の
増
加
を
見
た

う
え
で
人
員
等
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
高
齢
化
の
ピ
ー
ク
へ
の
認
識

は
。

　
　
互
助
の
強
化
を
支
援
す
る
た

め
住
民
に
近
い
セ
ン
タ
ー
が
中
心

矢吹　安子議員

▲彦根市地域包括支援センターひらた

そ
の
他
の
質
問

・﹁
ひ
こ
に
ゃ
ん
﹂
の
活
用

方
法
の
展
望
は

　
　
彦
根
市
内
で
飼
わ
れ
て
い
る

ペ
ッ
ト
の
数
は
。

　
　
犬
に
関
し
て
は
、
市
に
登
録

が
必
要
な
た
め
把
握
し
て
お
り
、

平
成
30
年
３
月
末
で
５
６
６
３
頭

と
な
っ
て
い
る
が
、
他
の
ペ
ッ
ト

は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
　
彦
根
市
で
の
ペ
ッ
ト
の
災
害

対
策
の
取
組
状
況
は
。

　
　
彦
根
市
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
お
り
、
各
避

難
所
で
ペ
ッ
ト
の
受
け
入
れ
に
あ

た
っ
て
、
避
難
所
で
の
飼
育
、
衛

生
管
理
、
ケ
ー
ジ
の
活
用
や
専
用

ス
ペ
ー
ス
の
設
置
な
ど
、
そ
の
ル

ー
ル
作
り
の
必
要
性
を
示
し
て
い

る
が
、
市
民
へ
の
周
知
と
し
て
は

十
分
で
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
ひ
こ
に
ゃ
ん
が
愛
さ
れ
、
そ

の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
彦
根
市
で

も
﹁
ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
の
た
め
の

防
災
手
帳
﹂
を
作
成
す
る
考
え
は
。

　
　
先
進
都
市
の
事
例
を
参
考
に

研
究
し
た
い
。

北川　元気議員

▲ペットの飼い主のための防災手帳（川崎市）

そ
の
他
の
質
問

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
つ

い
て

・
彦
根
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に

つ
い
て

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て

業
務
量
を
見
て
人
員
等
に

つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
の
た
め
の

防
災
手
帳
作
成
を

事
例
を
参
考
に
研
究
し
た
い

と
な
り
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

ひこね市議会だより 第144号 12

個 質人 問

　
　
庁
舎
耐
震
化
工
事
が
裏
合
意

な
ど
で
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
発
生

し
た
費
用
を
﹁
市
民
の
損
害
﹂
と

定
義
す
る
な
ら
百
条
委
員
会
の
経

費
は
市
民
に
と
っ
て
損
害
か
。

　
　
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
特
別

委
員
会
で
あ
る
の
で
必
要
な
経
費

で
あ
る
。

　
　
民
事
調
停
の
弁
護
士
費
用
と

印
紙
代
は
市
民
に
と
っ
て
損
害
か
。

　
　
正
当
か
つ
適
正
な
経
費
。

　
　
裏
合
意
が
発
覚
し
、
工
事
が

止
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
仮
庁
舎
の

賃
貸
借
期
間
延
長
分
の
賃
料
は
市

民
に
と
っ
て
損
害
か
。

　
　
工
事
の
中
断
は
土
壌
汚
染
に

よ
る
も
の
で
、
必
要
な
経
費
。

　
　
私
が
予
算
な
ど
か
ら
算
出
す

る
と
、
２
度
の
設
計
費
、
百
条
委

員
会
経
費
、
調
停
費
用
、
仮
庁
舎

賃
料
な
ど
で
３
億
４
８
０
０
万
円

に
な
る
が
、﹁
市
民
に
と
っ
て
の
損

害
﹂
で
は
な
い
か
。

　
　
正
当
な
費
用
と
考
え
る
。

辻　真理子議員

そ
の
他
の
質
問

・
城
下
町
彦
根
に
お
け
る

交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
︵
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ

イ
ド
、
グ
リ
ー
ン
・
ス

ロ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
︶

・
妊
婦
加
算
に
つ
い
て

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導

員
業
務
委
託
を
公
募
に
し
た
理
由

は
。

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
入

所
希
望
児
童
が
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
、
来
年
度
は
、
11
月
２
日

の
申
込
締
切
時
点
で
１
４
９
８
人

の
希
望
が
あ
る
。
今
年
度
よ
り
約

１
０
０
人
利
用
児
童
が
増
え
る
こ

と
に
な
り
、
指
導
員
の
確
保
は
困

難
な
状
況
で
あ
る
。
継
続
的
・
安

定
的
に
運
営
す
る
た
め
、
民
間
を

含
め
幅
広
く
公
募
す
る
。

　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
指
導
員

の
雇
用
は
守
ら
れ
る
の
か
。

　
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
公
募

を
考
え
て
お
り
、
そ
の
参
加
は
各

法
人
の
判
断
に
よ
る
が
、
事
業
者

の
選
定
は
、
審
査
会
を
設
置
し
、

提
案
書
の
評
価
を
行
い
決
定
す
る
。

そ
の
評
価
を
行
う
基
準
に
指
導
員

の
確
保
に
つ
い
て
の
項
目
を
設
け

る
考
え
で
あ
る
。

和田　一繁議員

▲彦根市放課後児童クラブ入会のしおり

そ
の
他
の
質
問

・
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
か
か

る
ス
ペ
イ
ン
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
連
盟
と
の
や
り
と

り
は

・
文
化
財
保
護
法
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

少
な
く
と
も
３・４
億
円
は

市
民
の
損
害
で
な
い
か

正
当
な
費
用
と
考
え
て
い
る

指
導
員
業
務
委
託
を

公
募
に
し
た
理
由
は

継
続
的
・
安
定
的
な

運
営
を
行
う
た
め

ひこね市議会だより 第144号13
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庁
舎
耐
震
化
工
事
が
裏
合
意

な
ど
で
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
発
生

し
た
費
用
を
﹁
市
民
の
損
害
﹂
と

定
義
す
る
な
ら
百
条
委
員
会
の
経

費
は
市
民
に
と
っ
て
損
害
か
。

　
　
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
特
別

委
員
会
で
あ
る
の
で
必
要
な
経
費

で
あ
る
。

　
　
民
事
調
停
の
弁
護
士
費
用
と

印
紙
代
は
市
民
に
と
っ
て
損
害
か
。

　
　
正
当
か
つ
適
正
な
経
費
。

　
　
裏
合
意
が
発
覚
し
、
工
事
が

止
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
仮
庁
舎
の

賃
貸
借
期
間
延
長
分
の
賃
料
は
市

民
に
と
っ
て
損
害
か
。

　
　
工
事
の
中
断
は
土
壌
汚
染
に

よ
る
も
の
で
、
必
要
な
経
費
。

　
　
私
が
予
算
な
ど
か
ら
算
出
す

る
と
、
２
度
の
設
計
費
、
百
条
委

員
会
経
費
、
調
停
費
用
、
仮
庁
舎

賃
料
な
ど
で
３
億
４
８
０
０
万
円

に
な
る
が
、﹁
市
民
に
と
っ
て
の
損

害
﹂
で
は
な
い
か
。

　
　
正
当
な
費
用
と
考
え
る
。

辻　真理子議員

そ
の
他
の
質
問

・
城
下
町
彦
根
に
お
け
る

交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
︵
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ

イ
ド
、
グ
リ
ー
ン
・
ス

ロ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
︶

・
妊
婦
加
算
に
つ
い
て

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導

員
業
務
委
託
を
公
募
に
し
た
理
由

は
。

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
入

所
希
望
児
童
が
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
、
来
年
度
は
、
11
月
２
日

の
申
込
締
切
時
点
で
１
４
９
８
人

の
希
望
が
あ
る
。
今
年
度
よ
り
約

１
０
０
人
利
用
児
童
が
増
え
る
こ

と
に
な
り
、
指
導
員
の
確
保
は
困

難
な
状
況
で
あ
る
。
継
続
的
・
安

定
的
に
運
営
す
る
た
め
、
民
間
を

含
め
幅
広
く
公
募
す
る
。

　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
指
導
員

の
雇
用
は
守
ら
れ
る
の
か
。

　
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
公
募

を
考
え
て
お
り
、
そ
の
参
加
は
各

法
人
の
判
断
に
よ
る
が
、
事
業
者

の
選
定
は
、
審
査
会
を
設
置
し
、

提
案
書
の
評
価
を
行
い
決
定
す
る
。

そ
の
評
価
を
行
う
基
準
に
指
導
員

の
確
保
に
つ
い
て
の
項
目
を
設
け

る
考
え
で
あ
る
。

和田　一繁議員

▲彦根市放課後児童クラブ入会のしおり

そ
の
他
の
質
問

・
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
か
か

る
ス
ペ
イ
ン
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
連
盟
と
の
や
り
と

り
は

・
文
化
財
保
護
法
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

少
な
く
と
も
３・４
億
円
は

市
民
の
損
害
で
な
い
か

正
当
な
費
用
と
考
え
て
い
る

指
導
員
業
務
委
託
を

公
募
に
し
た
理
由
は

継
続
的
・
安
定
的
な

運
営
を
行
う
た
め
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台
風
時
、
出
来
る
だ
け
多
く

の
避
難
場
所
を
開
設
す
べ
き
で
は
。

　
　
そ
れ
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

現
状
、
人
員
配
置
等
か
ら
災
害
の

状
況
に
応
じ
て
開
設
し
て
い
る
。

　
　
開
設
し
て
い
な
い
指
定
緊
急

避
難
場
所
に
避
難
者
が
来
ら
れ
た

場
合
、
柔
軟
な
対
応
が
必
要
で
は
。

　
　
施
設
管
理
者
に
は
、
出
来
る

だ
け
柔
軟
な
対
応
を
心
が
け
て
い

た
だ
く
よ
う
に
周
知
し
て
い
く
。

　
　
開
設
し
て
い
る
避
難
場
所
の

周
知
が
不
十
分
で
は
な
い
の
か
。

　
　
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
や
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
等
、
更
に
今
年

度
か
ら
防
災
用
屋
外
放
送
設
備
で

も
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
い
つ

も
す
べ
て
が
開
設
し
て
い
な
い
事

を
日
頃
か
ら
周
知
し
て
い
く
。

　
　
避
難
時
、
支
援
が
必
要
な
方

へ
の
支
援
体
制
は
十
分
か
。

　
　
地
域
協
力
者
の
一
層
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
早
期
の
判
断

と
情
報
発
信
に
努
め
る
。 野村　博雄議員

▲彦根市民防災マニュアル

そ
の
他
の
質
問

・
市
民
に
寄
り
添
っ
た
路

線
バ
ス
や
愛
の
り
タ
ク

シ
ー
に
つ
い
て

・
市
立
図
書
館
等
の
ト
イ

レ
の
改
修
に
つ
い
て

・
河
瀬
公
園
に
つ
い
て

　
　
彦
根
休
日
急
病
診
療
所
の
医

療
業
務
を
委
託
し
て
い
る
彦
根
医

師
会
が
、
か
ね
て
よ
り
出
務
医
師

の
負
担
軽
減
を
求
め
て
い
た
中
で
、

市
の
対
応
が
十
分
で
は
な
い
と
し

て
、
現
状
の
ま
ま
で
は
来
年
度
の

業
務
は
受
託
で
き
な
い
と
の
見
解

を
示
し
て
お
ら
れ
る
が
認
識
は
。

　
　
一
定
の
負
担
軽
減
措
置
が
講

じ
ら
れ
な
け
れ
ば
業
務
委
託
契
約

の
締
結
は
困
難
と
伺
っ
て
い
る
。

　
　
同
医
師
会
と
契
約
が
締
結
で

き
な
か
っ
た
場
合
の
影
響
は
。

　
　
地
域
医
療
の
最
前
線
で
活
動

さ
れ
て
い
る
同
医
師
会
と
契
約
で

き
な
い
と
の
想
定
は
考
え
ら
れ
な

い
。

　
　
何
ら
か
の
負
担
軽
減
策
を
講

じ
て
、
来
年
度
も
同
診
療
所
の
開

設
に
努
め
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
他
所
か
ら
の
医
師
確
保
、
診

療
時
間
の
短
縮
、
診
療
日
の
縮
減

な
ど
出
務
医
師
の
負
担
軽
減
策
を

講
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同
医
師

会
や
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
。

谷口　典隆議員

▲彦根休日急病診療所が入る「くすのきセンター」

そ
の
他
の
質
問

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運

営
委
託
業
務
に
つ
い
て

︵
雇
用
指
導
員
へ
の
配
慮

な
ど
︶

・
防
災
用
屋
外
放
送
設
備

の
有
効
活
用
に
つ
い
て

高
齢
者
な
ど
社
会
的
弱
者
に

配
慮
し
た
避
難
対
応
を

今
後
柔
軟
か
つ
十
分
な

対
応
と
情
報
発
信
に
努
め
る

出
務
医
師
の
負
担
考
慮
し

休
日
急
病
診
療
所
継
続
を

関
係
者
と
協
議
し
負
担
軽
減

を
含
め
た
見
直
し
行
う

ひこね市議会だより 第144号 14
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　﹁
世
代
を
つ
な
ぐ
農
村
ま
る
ご

と
保
全
向
上
対
策
﹂
と
は
。

　
　
農
村
地
域
の
高
齢
化
等
で
農

村
の
保
全
管
理
へ
の
農
家
の
負
担

増
等
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
改
善

に
向
け
国
県
市
が
推
進
す
る
施
策
。

　
　
市
内
の
取
組
集
落
数
は
。

　
　
取
組
要
件
を
満
た
す
82
集
落

の
内
、
48
集
落
45
組
織
で
取
り
組

ま
れ
、
交
付
金
は
約
６
千
３
百
万

円
。

　
　
取
組
集
落
の
拡
大
目
標
は
。

　
　
数
値
目
標
は
な
い
が
、
多
く

の
集
落
で
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
彦
根
市
広
域
︵
仮
称
︶
と
は
。

　
　
各
組
織
活
動
専
念
の
た
め
事

務
負
担
の
大
半
を
担
い
、
各
組
織

か
ら
交
付
金
の
10
％
を
負
担
願
う
。

　
　
事
務
負
担
軽
減
後
の
事
務
量

は
。

　
　
出
納
簿
や
作
業
報
告
書
な
ど

最
低
限
の
書
類
提
出
の
み
と
な
る
。

　
　
従
来
ど
お
り
市
が
責
任
を
も

っ
て
支
援
す
る
こ
と
が
基
本
で
は
。

山内　善男議員

▲集落のみなさんが、まるごと保全活動で
農業排水路の泥あげ

そ
の
他
の
質
問

・
市
庁
舎
耐
震
工
事
に
関

わ
る
処
分
は
妥
当
か
　

・
彦
根
城
世
界
遺
産
登
録

は
単
独
か
ら
見
直
し
を

・
こ
だ
わ
り
農
業
に
市
の

独
自
支
援
を

農
村
保
全
活
動
は

広
域
化
で
な
く
市
が
責
任
を

10
％
負
担
だ
が
、

事
務
量
が
軽
減
で
き
る

　
　
広
域
化
と
な
っ
て
も
市
は
協

力
し
必
要
な
支
援
を
行
う
。

　
　
新
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
建
設

予
定
地
に
隣
接
す
る
福
満
公
園
は
、

今
年
度
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

整
備
等
を
含
め
た
調
査
費
を
計
上

し
た
が
公
園
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
の
整
備
は
で
き
る
の
か
。

　
　
今
年
度
か
ら
、
公
園
の
再
整

備
に
着
手
し
実
施
設
計
を
行
っ
て

い
る
。
認
定
コ
ー
ス
と
し
て
の
整

備
は
困
難
で
あ
る
が
既
存
の
広
場

と
は
別
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が

で
き
る
芝
の
広
場
を
計
画
す
る
。

　
　
新
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
建
設

に
お
い
て
交
流
棟
に
地
元
要
望
で

あ
る
図
書
冊
数
１
万
５
千
冊
は
確

保
で
き
る
の
か
。

　
　
新
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
交
流

棟
に
図
書
・
学
習
ラ
ウ
ン
ジ
を

設
け
１
万
５
千
冊
配
置
で
き
る
よ

う
実
施
計
画
を
進
め
る
。
開
館
当

初
は
約
１
万
冊
を
配
置
し
、
年
次

的
に
増
や
し
て
い
き
、
最
終
的
に

１
万
５
千
冊
を
配
置
し
閲
覧
や
貸

出
の
対
応
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

赤井　康彦議員

▲新市民体育センター建設予定地に隣接する福満公園

そ
の
他
の
質
問

・
避
難
所
周
辺
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
は
進
ん
で
い

る
の
か

・
新
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

北
側
入
口
付
近
の
地
下

道
を
き
れ
い
に
す
べ
き

福
満
公
園
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
は
で
き
る
の
か

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が

で
き
る
芝
の
広
場
を
整
備
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　﹁
世
代
を
つ
な
ぐ
農
村
ま
る
ご

と
保
全
向
上
対
策
﹂
と
は
。

　
　
農
村
地
域
の
高
齢
化
等
で
農

村
の
保
全
管
理
へ
の
農
家
の
負
担

増
等
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
改
善

に
向
け
国
県
市
が
推
進
す
る
施
策
。

　
　
市
内
の
取
組
集
落
数
は
。

　
　
取
組
要
件
を
満
た
す
82
集
落

の
内
、
48
集
落
45
組
織
で
取
り
組

ま
れ
、
交
付
金
は
約
６
千
３
百
万

円
。

　
　
取
組
集
落
の
拡
大
目
標
は
。

　
　
数
値
目
標
は
な
い
が
、
多
く

の
集
落
で
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
彦
根
市
広
域
︵
仮
称
︶
と
は
。

　
　
各
組
織
活
動
専
念
の
た
め
事

務
負
担
の
大
半
を
担
い
、
各
組
織

か
ら
交
付
金
の
10
％
を
負
担
願
う
。

　
　
事
務
負
担
軽
減
後
の
事
務
量

は
。

　
　
出
納
簿
や
作
業
報
告
書
な
ど

最
低
限
の
書
類
提
出
の
み
と
な
る
。

　
　
従
来
ど
お
り
市
が
責
任
を
も

っ
て
支
援
す
る
こ
と
が
基
本
で
は
。

山内　善男議員

▲集落のみなさんが、まるごと保全活動で
農業排水路の泥あげ

そ
の
他
の
質
問

・
市
庁
舎
耐
震
工
事
に
関

わ
る
処
分
は
妥
当
か
　

・
彦
根
城
世
界
遺
産
登
録

は
単
独
か
ら
見
直
し
を

・
こ
だ
わ
り
農
業
に
市
の

独
自
支
援
を

農
村
保
全
活
動
は

広
域
化
で
な
く
市
が
責
任
を

10
％
負
担
だ
が
、

事
務
量
が
軽
減
で
き
る

　
　
広
域
化
と
な
っ
て
も
市
は
協

力
し
必
要
な
支
援
を
行
う
。

　
　
新
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
建
設

予
定
地
に
隣
接
す
る
福
満
公
園
は
、

今
年
度
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

整
備
等
を
含
め
た
調
査
費
を
計
上

し
た
が
公
園
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
の
整
備
は
で
き
る
の
か
。

　
　
今
年
度
か
ら
、
公
園
の
再
整

備
に
着
手
し
実
施
設
計
を
行
っ
て

い
る
。
認
定
コ
ー
ス
と
し
て
の
整

備
は
困
難
で
あ
る
が
既
存
の
広
場

と
は
別
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が

で
き
る
芝
の
広
場
を
計
画
す
る
。

　
　
新
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
建
設

に
お
い
て
交
流
棟
に
地
元
要
望
で

あ
る
図
書
冊
数
１
万
５
千
冊
は
確

保
で
き
る
の
か
。

　
　
新
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
交
流

棟
に
図
書
・
学
習
ラ
ウ
ン
ジ
を

設
け
１
万
５
千
冊
配
置
で
き
る
よ

う
実
施
計
画
を
進
め
る
。
開
館
当

初
は
約
１
万
冊
を
配
置
し
、
年
次

的
に
増
や
し
て
い
き
、
最
終
的
に

１
万
５
千
冊
を
配
置
し
閲
覧
や
貸

出
の
対
応
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

赤井　康彦議員

▲新市民体育センター建設予定地に隣接する福満公園

そ
の
他
の
質
問

・
避
難
所
周
辺
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
は
進
ん
で
い

る
の
か

・
新
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

北
側
入
口
付
近
の
地
下

道
を
き
れ
い
に
す
べ
き

福
満
公
園
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
は
で
き
る
の
か

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が

で
き
る
芝
の
広
場
を
整
備
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姫
路
城
で
は
自
衛
隊
に
よ
る

ク
リ
ー
ン
作
戦
が
昭
和
51
年
か
ら

今
日
ま
で
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
平
成
24
年
か
ら
は
市

民
と
一
緒
に
な
っ
て
清
掃
活
動
を

実
施
し
て
お
ら
れ
る
。
姫
路
城
で

実
施
で
き
て
彦
根
城
で
で
き
な
い

理
由
は
見
当
た
ら
な
い
と
思
う
が
、

市
の
見
解
は
。

　
　
彦
根
城
内
の
除
草
作
業
や
清

掃
作
業
は
原
則
と
し
て
彦
根
城
管

理
事
務
所
職
員
が
行
っ
て
い
る
が
、

石
垣
な
ど
危
険
な
場
所
に
つ
い
て

は
外
部
業
者
に
委
託
し
て
い
る
。

自
衛
隊
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、

職
員
な
ど
が
対
応
で
き
な
い
場
所

で
も
清
掃
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

訓
練
の
一
環
で
も
あ
り
、
今
後
自

衛
隊
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
姫
路
城

の
状
況
な
ど
も
確
認
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

安澤　勝議員

▲姫路城クリーン作戦の様子

そ
の
他
の
質
問

・
彦
根
ば
や
し
総
お
ど
り

に
つ
い
て

・
市
道
荘
厳
寺
中
山
線
の

残
土
置
き
場
に
つ
い
て

・
中
山
道
の
点
滅
信
号
撤

去
に
つ
い
て

　
　﹁︵
仮
称
︶
彦
根
総
合
運
動
公

園
﹂
用
地
買
収
状
況
は
。

　
　
公
園
区
域
東
側
に
つ
い
て
は
、

契
約
締
結
の
め
ど
が
つ
い
た
。

　
　
新
彦
根
市
総
合
体
育
館
、
現

在
の
工
事
等
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
現
在
、
敷
地
造
成
工
事
の
発

注
作
業
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

建
物
建
設
箇
所
の
埋
蔵
文
化
財
発

掘
調
査
は
、
年
度
内
に
完
了
予
定
。

　
　
新
彦
根
市
総
合
体
育
館
、
今

後
の
工
事
予
定
は
。
　

　
　
造
成
工
事
を
進
め
、
建
築
工

事
に
着
手
し
、
２
０
２
１
年
度
中

の
竣
工
予
定
に
変
更
は
な
い
。

　
　
解
体
さ
れ
た
陸
上
競
技
場
の

代
替
施
設
確
保
、
借
用
は
。

　
　
県
立
大
学
等
の
利
用
に
つ
い

て
県
に
要
望
し
て
い
く
。

　
　
公
設
屋
内
プ
ー
ル
の
新
設
は
。

　
　
本
市
が
整
備
す
る
予
定
は
な

い
が
、
県
東
北
部
の
県
立
施
設
と

し
て
整
備
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続

き
県
に
要
望
し
て
い
く
。 杉原　祥浩議員

▲工事が進む（仮称）彦根総合運動公園

そ
の
他
の
質
問

・
交
流
都
市
と
彦
根
の
観

光
と
物
産
展
、
今
後
の

方
向
性
と
次
年
度
開
催

場
所
変
更
は

・
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
、

近
年
の
申
請
数
は

自
衛
隊
に
よ
る
ク
リ
ー
ン

作
戦
を
実
施
し
て
は

自
衛
隊
か
ら
要
請
が

あ
れ
ば
検
討
す
る

︵
仮
称
︶
彦
根
総
合
運
動
公
園

の
用
地
買
収
状
況
は

公
園
区
域
東
側
は
、

契
約
締
結
の
め
ど
が
つ
い
た
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来
年
度
当
初
予
算
編
成
で
は
、

﹁
枠
配
分
方
式
﹂
に
よ
る
減
額
方
針

が
出
た
が
条
件
設
定
は
。

　
　
国
体
関
連
事
業
を
重
点
項
目

と
し
、
福
祉
的
な
扶
助
費
、
教
育

費
、
道
路
お
よ
び
橋
梁
等
の
公
共

財
の
維
持
費
を
確
保
し
、
こ
れ
ら

以
外
の
事
業
は
大
幅
な
事
業
廃
止
、

削
減
、
延
伸
を
検
討
す
る
。

　
　
今
年
度
対
比
で
の
削
減
割
合

は
。

　
　
部
局
ご
と
の
配
分
額
と
し
、

一
般
財
源
ベ
ー
ス
で
表
す
と
、
都

市
建
設
部
33
％
減
、
産
業
部
20
％

減
、
市
長
直
轄
組
織
16
％
減
、
企

画
振
興
部
10
％
減
、
福
祉
保
健
部

３
％
減
、
消
防
３
％
減
、
上
下
水

道
部
２
％
減
、
議
会
事
務
局
２
％

減
、市
民
環
境
部
１
％
減
、増
加
は
、

子
ど
も
未
来
部
11
％
増
、
教
育
部

３
％
増
、
総
務
部
微
増
。

　
　
優
先
確
保
さ
れ
た
来
年
度
と

再
来
年
度
の
国
体
関
連
予
算
額
は
。

　
　
両
年
度
と
も
中
期
財
政
計
画

奥野　嘉己議員

▲予算書等

そ
の
他
の
質
問

・
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庁
舎
耐
震
補
強
工
事

の
調
停
に
つ
い
て

・
広
報
ひ
こ
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の
表
現
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て

・
国
体
用
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得
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来
年
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予
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成
に
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大
幅
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事
業
廃
止
、
削
減
、

延
伸
の
検
討
を
行
う

上
で
は
32
億
円
前
後
。

　市政に関する情報を提供するとともに、多様な意見を把握する
ことにより、市民の皆さまと議会の情報の共有化を進めるため、
議会報告会を開催します。（会場ごとのテーマに基づいて議員と
意見交換を行います。）
どなたでもご自由にご参加いただけますので、お近くの会場まで、
是非、お越しください。

意
見
書
案
１
件
を
全
会
一
致
で
可
決

12
月
20
日
に
意
見
書
案
第
5
号
主
要
農
作
物
の
種
子
生
産
に
係
る
県

条
例
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

議 会 報 告 会 の 開 催 に つ い て

第28回 日　時：平成31年2月4日（月）10：00～11：30
場　所：中老人福祉センター2階大集会室
テーマ： あなたの出番です。かがやくシニア世代のた

めに

第29回 日　時：平成31年2月17日（日）14：30～16：00
場　所：ビバシティ彦根2階研修室1・2
テーマ：彦根に住みたくなる5つの政策

①100歳まで元気でいるために、②子育てを
しやすい環境は（教育を含む）、③高齢者が動
きやすいまちにするために、④彦根のいいと
ころは何？、⑤彦根の観光戦略について

ひこね市議会だより 第144号17

個 人 質 問 お ら知 せ・
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　市政に関する情報を提供するとともに、多様な意見を把握する
ことにより、市民の皆さまと議会の情報の共有化を進めるため、
議会報告会を開催します。（会場ごとのテーマに基づいて議員と
意見交換を行います。）
どなたでもご自由にご参加いただけますので、お近くの会場まで、
是非、お越しください。
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議 会 報 告 会 の 開 催 に つ い て

第28回 日　時：平成31年2月4日（月）10：00～11：30
場　所：中老人福祉センター2階大集会室
テーマ： あなたの出番です。かがやくシニア世代のた

めに

第29回 日　時：平成31年2月17日（日）14：30～16：00
場　所：ビバシティ彦根2階研修室1・2
テーマ：彦根に住みたくなる5つの政策

①100歳まで元気でいるために、②子育てを
しやすい環境は（教育を含む）、③高齢者が動
きやすいまちにするために、④彦根のいいと
ころは何？、⑤彦根の観光戦略について

ひこね市議会だより 第144号17

個 人 質 問 お ら知 せ・



委 員 会 に よ る 先 進 地 視 察 を 実 施

　市議会では、議員の中から選任された委員で構成する常任委員会を設け、議案な
どを専門的、能率的に審査し、また、様々な調査を行っています。市民産業建設常
任委員会、企画総務消防常任委員会、福祉病院教育常任委員会の3つの常任委員会
には、24人の議員全員が8人ずつに分かれ、委員に選任されています。
　委員会では、それぞれに視察項目を定め、先進的に取り組んでいる自治体等を訪
問し、調査研究を行っています。
　今後も効果的な調査研究に努め、市政の発展と向上のため、活発な議論を行って
まいります。

市民産業建設常任委員会
①10月15日月　山口県柳井市「白壁の町並みを生かした観光・まちづくり」について
②10月16日火　山口県防府市「クリーンセンター」について
③10月17日水　福岡県糸島市「糸島市農力を育む基本計画」について

① 柳井市は、昭和59年に選定された古市・金屋伝統的建造物群保存地区の街路整備を平成2年から平成7年ま
での間に幅員4m、延長310mの規模で事業費3億円をかけて整備されるとともに伝統的建造物群地区への
補助制度を設け、伝統的建造物（家屋・土蔵等）の修理に対しては4/5、それ以外の建築物の修景等につ
いては2/3の補助がなされていました。電柱も地中化されて1.7haの地域が風情のある町並みになっていま
した。

② 防府市クリーンセンターは、PFI法に基づき、市が資金調達して、設計・施工・運営を一括して民間に委
託するDBO方式（Design　Build　Operate）を選定しています。施設の特徴としては、ごみ焼却施設にご
み選別施設とバイオガス化施設を組み合わせ、高効率な廃棄物発電を行っていました。

③ 糸島市は、食料・農業・農村をキーワードに糸島市農力を育む基本条例を平成22年に制定されました。そ
れぞれのキーワードをもとに数値での目標を掲げたまちづくりを実践されており、この条例を制定したこ
とで市民が地元食材に誇りを持ち、地産地消はもちろんのこと贈答品にも使うことでPRになったり、農業
生産と所得の拡大につながっているとのことでした。

① ② ③

ひこね市議会だより 第144号 18

員委 視会 察任常

委 員 会 に よ る 先 進 地 視 察 を 実 施

企画総務消防常任委員会

福祉病院教育常任委員会

①10月29日月　茨城県つくば市「RPAを活用した働き方改革」について
②10月30日火　福島県須賀川市「防災・減災の取り組み」について
③10月31日水　栃木県那須塩原市「シティプロモーションの取り組み」について

①10月29日月　東京都荒川区「タブレットを活用した学校教育」について
②10月30日火　神奈川県三浦市「市立病院の経営改革」について
③10月31日水　神奈川県小田原市「アクティブシニア応援ポイント事業」について

① RPAとは、ロボティック・プロセス・オートメーションの略で、パソコンにソフトウエアを導入して定型
的な事務作業について自動化・効率化を図ることです。職員の働き方改革の大きな柱となり、業務時間の
削減分を、より丁寧な窓口業務や創造的な業務に向けることができ、ひいては市民サービスの向上につな
がり非常に有益であり、本市においても、今後研究すべき事業課題のひとつであると考えます。

② 東日本大震災により庁舎が全壊し、災害時・緊急時における行政の対応や市職員の行動は、訓練やマニュ
アルどおりにいかない想定外の連続であることを改めて認識しました。本市においても、災害時・緊急時
には臨機応変に迅速な対応や的確な判断ができるスキルを備えておくことの大切さを学びました。

③ 定住促進を図るために「雇用・結婚・子育て・教育・暮らし・交流・広報」の各事業を重点的に展開され
ており、シティプロモーション推進の原動力は職員であることを痛感しました。本市においても、現行の
組織体制のあり方や各種事業の展開方法など、彦根らしさを前面に打出したプロモーション事業を進める
ことが肝要であると考えます。

① ② ③

① ② ③

① 東京都荒川区の「タブレットを利用した学校教育」は、家庭の経済状況や家庭環境に関わらず、全ての子
どもたちに21世紀型能力（論理的思考力、問題解決能力、コミュニケーション能力、情報スキル、情報モ
ラル）を身に付けさせる事を目標に、タブレットPCを平成25年にモデル校4校、翌年9月には区内全校で
導入さました。本市でも、鳥居本学園をはじめとする小中学校のタブレット運用が課題となっており、今
回の視察はとても参考になりました。

② 神奈川県三浦市の三浦市立病院は、過去に経営形態の見直しの一環で、民間病院等経営経験者を任期付き
で事務長に採用し、その事務長を中心に70項目にも及ぶ改善提案をし、病院再生に取り組まれてきました。
改善の中で、医療物品の徹底した在庫管理や契約事務の簡素化等で経費削減を実現されただけでなく、病
院で働く全職員の経営に参画する意識の醸成や一部職員への人事考課導入による意欲の向上等の面でも改
善されました。

③ 神奈川県小田原市では、シニア（高齢者）になっても元気に活動を続け、地域の元気・活力につながるよ
うな生き方を推奨するために、「アクティブシニア応援ポイント」を導入し、シニアが持つ豊富な人生経験
と知識、幅広い人間関係や洞察力を活かし、次世代へより豊かな社会を残すために「生産的・創造的な活
動をしながら歳をとる」というプロダクティブ・エイジングを推進しておられます。

ひこね市議会だより 第144号19
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委 員 会 に よ る 先 進 地 視 察 を 実 施

企画総務消防常任委員会

福祉病院教育常任委員会

①10月29日月　茨城県つくば市「RPAを活用した働き方改革」について
②10月30日火　福島県須賀川市「防災・減災の取り組み」について
③10月31日水　栃木県那須塩原市「シティプロモーションの取り組み」について

①10月29日月　東京都荒川区「タブレットを活用した学校教育」について
②10月30日火　神奈川県三浦市「市立病院の経営改革」について
③10月31日水　神奈川県小田原市「アクティブシニア応援ポイント事業」について

① RPAとは、ロボティック・プロセス・オートメーションの略で、パソコンにソフトウエアを導入して定型
的な事務作業について自動化・効率化を図ることです。職員の働き方改革の大きな柱となり、業務時間の
削減分を、より丁寧な窓口業務や創造的な業務に向けることができ、ひいては市民サービスの向上につな
がり非常に有益であり、本市においても、今後研究すべき事業課題のひとつであると考えます。

② 東日本大震災により庁舎が全壊し、災害時・緊急時における行政の対応や市職員の行動は、訓練やマニュ
アルどおりにいかない想定外の連続であることを改めて認識しました。本市においても、災害時・緊急時
には臨機応変に迅速な対応や的確な判断ができるスキルを備えておくことの大切さを学びました。

③ 定住促進を図るために「雇用・結婚・子育て・教育・暮らし・交流・広報」の各事業を重点的に展開され
ており、シティプロモーション推進の原動力は職員であることを痛感しました。本市においても、現行の
組織体制のあり方や各種事業の展開方法など、彦根らしさを前面に打出したプロモーション事業を進める
ことが肝要であると考えます。

① ② ③

① ② ③

① 東京都荒川区の「タブレットを利用した学校教育」は、家庭の経済状況や家庭環境に関わらず、全ての子
どもたちに21世紀型能力（論理的思考力、問題解決能力、コミュニケーション能力、情報スキル、情報モ
ラル）を身に付けさせる事を目標に、タブレットPCを平成25年にモデル校4校、翌年9月には区内全校で
導入さました。本市でも、鳥居本学園をはじめとする小中学校のタブレット運用が課題となっており、今
回の視察はとても参考になりました。

② 神奈川県三浦市の三浦市立病院は、過去に経営形態の見直しの一環で、民間病院等経営経験者を任期付き
で事務長に採用し、その事務長を中心に70項目にも及ぶ改善提案をし、病院再生に取り組まれてきました。
改善の中で、医療物品の徹底した在庫管理や契約事務の簡素化等で経費削減を実現されただけでなく、病
院で働く全職員の経営に参画する意識の醸成や一部職員への人事考課導入による意欲の向上等の面でも改
善されました。

③ 神奈川県小田原市では、シニア（高齢者）になっても元気に活動を続け、地域の元気・活力につながるよ
うな生き方を推奨するために、「アクティブシニア応援ポイント」を導入し、シニアが持つ豊富な人生経験
と知識、幅広い人間関係や洞察力を活かし、次世代へより豊かな社会を残すために「生産的・創造的な活
動をしながら歳をとる」というプロダクティブ・エイジングを推進しておられます。

ひこね市議会だより 第144号19

員委 視会 察任常
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報
委
員
会

本会議・委員会の日程（予定）
月　日 内　　　　　容 時　刻

2月25日（月） 開　　会 9:00
3月  4日（月）

代表質問
個人質問 9:003月  5日（火）

3月  6日（水）
3月  7日（木）
3月  8日（金）

予算常任委員会 9:303月11日（月）
3月12日（火）
3月13日（水） 福祉病院教育常任委員会 9:30
3月14日（木） 市民産業建設常任委員会 9:30
3月15日（金） 企画総務消防常任委員会 9:30
3月18日（月） 本 会 議 9:00
3月20日（水） 閉　　会 9:00

議会の傍聴は事前申込み不要です。お気軽にお越しください。

　議場コンサートは市民の皆さ
んに議会をより身近に感じてい
ただくため、議場開放の一環と
して開催しています。
　今回は、12月3日(月)、西地
区公民館で活動されている「滋
賀川崎民謡会」の皆さんに三味
線と民謡を披露いただきました。
　三味線の音色とハリのある歌
声が響き渡り、約90名の観客の
皆さんに日本の伝統的な旋律を
お楽しみいただきました。

　12月10日（月）の本会議（個
人質問）を市内7中学校の生徒
21人が傍聴しました。

　今回、初めて傍聴しました。
その中で、まずこのような場を
見れたこと、彦根市についての
話が聞けて良かったと思います。
　今まで学校でやっていた討論
会とは全く違い、勉強になりま
した。

　①12月10日（月）学校法人
近江育英会近江高等学校の生徒6
人、②12月11日（火）学校法人
松風学園彦根総合高等学校の生徒
8人が本会議（個人質問）を傍聴
しました。

中学生傍聴 高校生傍聴

①

②

議場コンサート
を開催しました

中学生、高校生が議会傍聴
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